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生活クラブ北海道 機関誌
チュプとはアイヌ語で太陽、月の意味

ＩＮＤＥＸ

2024 No. 503

12月号

道内の提携生産者組織である生活クラブ共生会と一緒に、 拡大試食会を
開催しました。シェフがすべての食材に消費材を使い調理したコース料理
を味わいながら、生産者から市販品との違いやここでしか聞けない話など
を聞きました。午前と午後の部合わせて、組合員 32 人と組合員ではない
39 人の方が参加し、「安心、安全だけではない生活クラブの取り組みが素
晴らしいと思った」「実際に試食や生産者の話を聞くことができ、より興
味がわいた」などの感想も。当日、５人が加入しました。共感する仲間を
増やすためには、会って伝えることが大切だと実感しました。
　　　     　　　　〈副理事長  石黒 真理　11/ ５　京王プラザホテル札幌〉

12 生産者 18 人が参加。各テーブルをまわって話をしてくれました 

オニオングラタンスープや秋刀魚の巻
けんちん

繊焼きなど 12 品の
コース料理には、調味料まで消費材が使われていました

３
2024 年度  上半期監査報告
消費材を語る機会を増やし全支部一丸となって利用結集を

７
2024 年度  生活クラブ福祉基金 助成先団体紹介
花と緑の EGG（エッグ） /  NPO 法人 子育て応援 かざぐるま /
化学物質過敏症・電磁波過敏症の生活を考える会

６2024 シャボン玉フォーラム in ひょうご

４～５
支部活動紹介  
会って、語ろう！  生活クラブ（東 / 豊平 / 厚別 / 江別）
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組織（11 月度 ）
組合員数 12,267 名

加入 91 名 脱退 53 名
共同購入（12 月度 ）
利 用 高 ３億 22 万 1,295 円

１世帯当たり 24,474 円
グリーンシステム（11 月度 ）
Ｒ び ん 回　収 13,747 本

回収率 61.1 ％
紙パック 売却金 6,480 円

回収率 71.6 ％
ピッキング袋 回収率 20.1 ％

福祉基金（11 月度 ）
賛同者数 2,956 名 賛同率 22.8 ％

エッコロ（11 月度 ）
加入者数 3,893 名

加入 ８ 名 脱退 ９ 名
生活クラブ共済 ハグくみ  （10 月度 ）

加入件数 1,353 件

CO・OP共済（10 月度 ）
保有件数 たすけあい  3,645 件

あいぷらす 1,873 件

電気の共同購入  （９月 ）
〈 供給契約者数 〉 772 名

〈 電源構成比  速報値 〉
９月は約10割の電力を再生可能エネ
ルギー発電所からお届けしています。
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現
金
を
実
査
し
た
と
こ
ろ
帳
簿

類
と
相
違
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
預

貯
金
の
管
理
も
適
正
に
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。

　　

拡
大
状
況
は
、
加
入
・
純
増
共
に

大
変
厳
し
く
、
過
去
最
低
の
加
入
達

成
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

主
体
的
に
拡
大
に
関
わ
る
人
が
減

少
し
て
い
る
中
で
、
新
し
い
委
員
が

増
え
て
い
る
支
部
も
あ
り
、
少
し
ず

つ
で
は
あ
り
ま
す
が
明
る
い
兆
し
も

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
運
営
委
員
が
少

な
い
な
が
ら
も
、
く
ら
ぶ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
メ
ン
バ
ー
や
支
部
組
合
員
に
声

を
か
け
、
地
域
の
施
設
を
使
っ
た
展

示
説
明
車
あ
み
ー
か
拡
大
や
イ
ベ
ン

ト
、
ミ
ニ
展
示
説
明
会
な
ど
支
部
独

自
の
趣
向
を
凝
ら
し
た
拡
大
を
企
画

し
て
い
る
支
部
も
あ
り
、
多
く
の
人

に
生
活
ク
ラ
ブ
を
知
っ
て
も
ら
う
機

会
を
作
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
よ
う

で
す
。
生
産
者
と
の
コ
ラ
ボ
拡
大
は

ほ
と
ん
ど
の
支
部
が
行
い
、
組
合
員

以
外
の
参
加
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
加
入
に
は
な
か
な
か

つ
な
が
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
諦
め
る

こ
と
な
く
、
て
い
ね
い
な
情
報
対

応
を
行
っ
て
加
入
に
つ
な
げ
て
く

だ
さ
い
。

　

組
合
員
が
加
入
説
明
を
す
る
支

部
は
少
し
増
え
て
い
る
も
の
の
、
ま

だ
多
く
は
な
い
よ
う
で
す
。
加
入

説
明
を
す
る
人
自
身
が
生
活
ク
ラ

ブ
の
理
解
を
深
め
、
新
規
組
合
員

と
そ
の
後
の
関
係
性
を
築
き
や
す

く
す
る
た
め
に
も
、
多
く
の
組
合

員
が
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
を
望
み

ま
す
。
ま
た
新
規
組
合
員
と
の
つ
な

が
り
を
作
り
、
脱
退
の
抑
止
や
利

用
の
定
着
を
図
れ
る
新
規
組
合
員

フ
ォ
ロ
ー
は
極
め
て
重
要
で
す
。
新

規
組
合
員
歓
迎
会
も
支
部
に
よ
っ

て
開
催
時
期
は
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、

年
度
中
に
は
全
支
部
で
実
施
し
て

く
だ
さ
い
。

　

供
給
高
は
値
上
げ
の
影
響
で
上

が
っ
て
い
る
も
の
の
、
利
用
点
数
は

減
少
し
て
い
ま
す
。
昨
年
同
様
、
組

合
員
数
の
さ
ら
な
る
減
少
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
依
然
と
し
て
物
価
高
に

よ
る
世
間
全
体
の
消
費
の
冷
え
込
み

が
生
活
ク
ラ
ブ
に
も
影
響
を
与
え
、

買
い
控
え
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。
消
費
材
を
選
ん
で
利
用
す
る

意
味
や
語
る
機
会
を
増
や
す
こ
と
を

望
み
ま
す
。

　

牛
乳
の
利
用
低
迷
に
歯
止
め
が
か

か
ら
ず
危
機
的
状
況
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
月
間
利
用
本
数
３
万
本
、
利
用

率
40
％
を
目
標
に
利
用
結
集
活
動
を

す
す
め
ま
し
た
。
も
～
М
О
Ｒ
Ｅ
ミ

ル
ク
ア
ク
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
６
月
の

牛
乳
学
習
会
で
学
ん
だ
こ
と
や
、
委

員
会
で
作
成
し
た
牛
乳
の
し
お
り
な

ど
を
生
か
し
、
本
部
消
費
委
員
会
を

中
心
に
全
支
部
一
丸
と
な
っ
た
利
用

結
集
を
望
み
ま
す
。
引
き
続
き
粘
り

強
く
働
き
か
け
、
わ
か
っ
て
飲
み
続

け
る
組
合
員
を
増
や
す
活
動
を
す
す

め
て
く
だ
さ
い
。

　

米
は
市
場
の
米
不
足
が
加
速
し
、

米
登
録
外
の
注
文
が
殺
到
し
、
消
費

が
計
画
以
上
に
す
す
ん
で
し
ま
い
ま

し
た
。
新
米
が
出
て
市
場
で
も
不
足

は
解
消
さ
れ
ま
し
た
が
、
値
上
が
り

も
あ
り
、
今
後
の
動
向
が
懸
念
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。
今
こ
そ
生
活
ク
ラ

ブ
米
の
優
位
性
、
そ
し
て
米
登
録
の

意
義
を
伝
え
る
良
い
機
会
と
捉
え
、

組
合
員
に
発
信
し
て
く
だ
さ
い
。

生
活
ク
ラ
ブ
の
監
査
と
は

　
監
査
は
専
門
家
に
任
せ
ず
、
組

合
員
か
ら
委
任
さ
れ
た
組
合
員
監

事
が
行
っ
て
い
ま
す
。
生
活
者
の

視
点
で
事
業
と
運
動
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
て
点
検
と
評
価
を
す
る
よ

う
心
掛
け
て
い
ま
す
。
監
査
に
は
、

総
代
会
で
決
定
さ
れ
た
活
動
方
針

が
計
画
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
い

る
か
を
見
て
い
く
「
業
務
監
査
」

と
、
組
合
員
が
出
資
・
利
用
・
運

営
と
い
う
形
で
参
加
し
て
い
る
共

同
購
入
の
事
業
高
や
財
産
状
況
が

正
し
く
報
告
さ
れ
、
的
確
に
活
用

さ
れ
て
い
る
か
を
見
て
い
く
「
会

計
監
査
」
が
あ
り
ま
す
。
監
事
会

の
主
な
活
動
は
、
毎
回
の
理
事
会

へ
の
出
席
、
各
委
員
会
へ
の
参
加
、

各
セ
ン
タ
ー
・
関
係
施
設
の
監
査
、

現
金
・
預
金
・
帳
簿
の
照
合
等
で
、

10
月
に
上
半
期
の
監
査
を
行
い
、

以
下
の
よ
う
な
上
半
期
監
査
報
告

を
提
出
し
ま
し
た
。

消
費
材
を
語
る
機
会
を
増
や
し

　

  
全
支
部
一
丸
と
な
っ
て
利
用
結
集
を

監
事　

山
谷  

滋
美

2024 年度  上半期監査報告

上
半
期
監
査
報
告

わくわくまつりで低温殺菌牛乳の優位性を伝える

展示説明車 あみーか拡大（北支部）
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支部では準備を重ね、趣向を凝らしたイベントをおこなっています。
今回は 4 支部の活動を紹介します。ぜひ足を運んで、生活クラブを
楽しんでみませんか。

11/２　生活クラブ本部 

11/13　大麻公民館 

北海道・青森県沖の太平洋で
漁獲された ｢真さば｣。半解凍
状態での調理がおすすめ

古田さんの手元を真剣に見る参加者。魚をさばくのは初めてと
いう人も多く、復習のため動画を撮影する姿も

組合員 10人と組合員外 13人が参加
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10/26　伏古記念会館

11/９　月寒公民館

子育て支援ワーカーズ ほっぺによる
あそびコーナー

推し NO. １は「ゆずはちみつ」

東支部キャラクター
ひがっち
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せっけんを入り口に環境を考える「シャボン玉フォーラム」。今年は兵庫県神戸市で開催され、北海道からは６人が
参加しました。1 日目は全体会として基調講演と活動団体の個別報告、パネルディスカッション、２日目はフィール
ドワークを含む３つの分科会が行われました。全国の生協・農協・漁協・生産者が集まり、活動の共有と交流を深め
たフォーラムの様子を報告します。 〈 主催  せっけん運動ネットワーク　９/28・29 〉

　「今日の一歩で未来がかわる
　　～森里海の繋がりを考察する～」

　間伐材を利用した雑貨など、環境問題を見
据えた製品を生産している ㈲生活アートクラブ
の富士村夏樹さんが講師でした。日本は国土の
66％が森林で、その土壌は水を貯える機能を
持っています。微生物が作ったフルボ酸などの
有機物が土壌のミネラルと結びつき、土となり、
雨水はゆっくりと栄養分を携えて河川に流れ込
み、海を育てます。間伐することで森を育て、
山が荒れることを防ぎ、野生動物との棲み分け
にもつながります。反面、人は作物を効率よく
作るために除草剤等を使用して土を汚染し、環
境や水資源に影響を及ぼしています。食の選択
は人の体だけではなく、地球全体の環境をつく
ることがわかりました。（ 福井 美知代 ）

　「六甲山系くまもりツアー  ～神戸の自然体験～」
　六甲山地の中央に位置する摩

ま や

耶山で、２つの湧水と大杉を見学しました。
「おいしい水」で知られる六甲山。そのヒミツは花崗岩の天然ろ過作用に

あるそうです。さらに花崗岩のミネラルを利用して地
ち い

衣類やコケ類が育ち、
豊かな森へと成長しています。「存在するものが相互にバランスを取りな
がら循環している」くまもり協会の方の言葉です。手をつけない自然林の
姿を見ることができ、本当の豊かさとは何か、モノにあふれた便利すぎる
生活を見直す良い機会になりました。子どもたちの未来のために、これか
らもよいせ

・ ・ ・ ・

んたくをしていきたいと思います。（ 厚別支部　安藤 春美 ）

  「見てほしい！知ってほしい！私たちがつくった平池水上太陽光発電所」
　兵庫県小野市にある平池水上太陽光発電所を見学し、グリーンコープで
んきの自然エネルギー発電所への取り組みを聞きました。自分たちでつく
る自分たちの発電所として組合員が出資し、法律の壁を乗り越え、地域と
の関係を深めてできたソーラーパネルです。浮力のあるフロート架台には
パネルが敷き詰められ、水上での作業やメンテナンスには船で移動します。
ため池に浮かんでいる太陽光発電は初めて見るものでした。池の上でも電
気を作れること、熱い情熱と活発な組合員活動を楽しくアピールする姿を
見て、私たちも頑張らなきゃと思いました。（恵庭支部    佐藤 静）

北海道は石けん利用伸長率優秀団体として
表彰されました

６
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団体名の EGG は Ecological Gardening 
Group の略です

「生活クラブ福祉基金」は意志ある組合員の毎月100円の拠出で、生活クラブがすすめる福祉事業・
活動に使われています。また、地域で福祉活動を広げている団体に助成しています。2024年度に
助成した13団体の活動を、今月から４回にわたり紹介します。

道内の地域子育て支援拠点等
へ進呈。全国から問い合わせ
があります ※ HP から購入可能
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本ページに記載しているイベント等については、生活
クラブニュースを見て、参加申し込みをしてください。

問合せ  生活クラブ本部   ＴＥＬ  011（887）8891

https://www.hokkaido-seikatsuclub.coop/

お悔やみ

生活クラブ北海道の米の生産者であるとんぼの会 ２代目会
長 寺崎啓一さんが 11 月７日に 69 歳でご逝去されました。
謹んでご冥福をお祈りいたします。

日　時　12月 15日（日）　13：00 ～ 16：00
場　所　北広島市中央公民館  １階
内　容
　

（北広島市朝日町５－１－１）

普段は、生活クラブ館・北広島で子育て支援ワーカー
ズ ほっとまむが受託運営している福祉基金事業「こ

こちる」が、小学生向けの特別イベントを行
います。松ぼっくりを使ったミニツリー＆ステ
ンドグラスづくり、工作、自由遊びコーナーなど
盛りだくさん！

日　時　12月 21日（土）　10：00 ～ 12：00
場　所　かでる２・７   1060 会議室
内　容
　

生活クラブが構成団体である「きれいな水と大地を守
る合成洗剤追放北海道連絡会」が主催する集会です。
ヱスケー石鹸㈱ の小林衛さんから石けんの重要性や
香害問題について聞きます。ＱＲ
コードからお申し込みください。
入場無料。

（札幌市中央区北２西７）

講演会

主催　生活クラブ生活協同組合

　各支部では、ワーカーズや市民ネットと地域連絡会を
定期的に行い、情報共有や地域の課題解決に向けて取り
組んでいます。11 月２日、

「こんなまちに暮らしたい」
札幌 10 区まとめの会を開
催しました（右写真）。各地
域連絡会が活動報告をした
あと意見交換を行い、代理
人からは課題解決に向けたアドバイスがありました。
　11 月 21 日には、小学校での集団フッ化物洗口が任意

であることやリスクに
ついて周知を徹底する
等、地域から出された
課題を盛り込んだ 258
項目の予算要望を代
理人とともに秋元市長
に提出しました。代理人 米倉みな子さん（右から３人目）
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